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3D カタログ サッシマスタ(LIXIL製品)のガラス性能値の 
登録不備のお詫びと修正マスタダウンロードのお願い 

 
いつも弊社製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

3D カタログに掲載させて頂いておりますサッシマスタ(LIXIL 製品)につきまして、ガラス

性能値の登録不備がございました。 
下記内容をご確認頂き、お心あたりの方につきましては、修正マスタのダウンロードや外皮

計算の再集計のご対応を頂きたく存じます。 
このたびは大変ご迷惑をおかけしましたことを、心から深くお詫び申し上げます。 

今後もより一層、商品の品質向上と、お客様へのサービス向上に精進していく所存でござ

いますので、引き続きご厚情を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

記 

■ 登録不備の内容 

2020 年 1 月 10 日に下記サッシマスタ LIXIL 製品の更新を行った際、ガラス性能の熱貫流

率（付属部材あり）の数値が日射熱取得率の数値になってしまっていました。 

・エルスターX ／ エルスターS  
・デュオ PG 
・シンフォニー ウッディ ／ シンフォニー マイルド 
・防火戸 FG-F ／防火戸 FG-H ／ 防火戸 FG-L 
・サーモスⅡ- H ／ サーモス L ／ サーモス X ／ 防火戸サーモス X 
・レガリス 
 
●正常なデータ 

 
 
●熱貫流率の数値が日射熱取得率の数値に書き換わっているデータ 

 
 



■ 影響範囲 

ARCHITREND ZERO において外皮性能計算を行う場合に計算誤差が生じます。 
入力済の外皮計算データにつきましては、下記対応法を適用後に再度外皮性能計算処理の再計

算をお願い致します。 
ただし、サッシを再度入力する必要は御座いません。 
また、外皮性能計算以外の各種計算結果や図面、パース等には影響しませんので、入力済物件

の再計算処理等の必要は御座いません。 

 
■ 対応方法 

1. ARCHITREND ZERO を起動している場合には、一度閉じてください。 

 

2．3D カタログマスタを起動します。 
デスクトップ等のアイコンをダブルクリックして 3D カタログマスタを起動します。 
 

 
 
 

3．3D カタログマスタで、「ドア・サッシ」を選択し「一覧編集」ボタンをクリックします。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



4．「性能・積算」をクリックしガラスガラス性能値の一覧を出します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．ガラス性能の表示が「試験値等」になっていることを確認したら「試験値等の追加」を 
クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



6．試験値等の一覧が表示されたら、右下の「最新のリストに更新」をクリックします。 
建材情報の再取得が自動的に処理され「ガラス（断熱）の同期が正常終了しました」という

メッセージが出れば同期は完了です。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



7．入力済の物件データの外皮計算処理について 

入力済の外皮計算データについては、同期を実施しただけでは、配置データ内部のガラス性能値

は更新されないため、再度外皮計算処理（再計算）が必要になります。 
 
 
8．3D カタログマスタでの同期完了後、ARCHITREND ZERO を立ち上げます。 
 
9．平面図で建具のガラス性能値を更新します。 
建具属性変更ダイアログ下部の「ガラス種類」ボタンより「仕様の選択」ダイアログを出しその

まま「OK」をクリックします。 
属性変更ダイアログは「OK」で閉じます。 
 

 
※外皮性能計算の計算結果のみ更新を行いたい場合、この手順は省略可能です。 
 
 
10．外皮性能計算で熱的境界(建具)のガラス性能値を更新します。 
以下のどちらかの方法で更新を行ってください。 
 
【方法 1】 
熱的境界(建具)属性変更の「仕様」ボタンから、「仕様の選択」ダイアログを出しそのまま

「OK」をクリックします。 
属性変更ダイアログは「OK」で閉じます。 
  
 

 
 
 



【方法 2】 
シミュレートで建具の「仕様の選択」ダイアログを出しそのまま「OK」してください。 
その後「図面に反映」ボタンより、配置されている熱的境界（建具）の性能値に反映させます。 
  

 
 
11．一旦すべての図面を保存して、ARCHITRENDZERO を再起動します。 
 
12．再起動後、外皮性能図を更新します。更新ボタンをクリックすると一括で修正箇所が更新

されます。 
  

 
 
※平面図の建具でガラス性能値更新を行っていない状態で外皮性能計算の自動配置を実行すると、

平面図建具データが保持している更新前の性能値を参照してしまいますのでご注意ください。 
 
 
 
 

本案内に関するご質問は、福井コンピュータグループ総合案内までお問い合わせください。 
▼福井コンピュータグループ総合案内 
 https://hd.fukuicompu.co.jp/common/support/grsogo.html 

 
以上 

https://hd.fukuicompu.co.jp/common/support/grsogo.html



